聖マリアンナ医科大学病院を受診された皆様へ
「上部消化管穿孔に対する保存的治療選択における当院でのスコアリングの検討」
へのご協力のお願い


消化器・一般外科では、より良い治療法を確立するために下記の臨床研究を実施しております。研究の対象者に該当する可能性のある方で、ご自身あるいはご家族の診療情報を研究目的に提供されることを希望されない場合は、２０２６年２月２８日までに下記９の問い合わせ先までご連絡下さい。対象より除外いたします。なお、お申し出がなかった場合には参加を了承していただいたものとさせていただきます。


１：研究課題名
上部消化管穿孔に対する保存的治療選択における当院でのスコアリングの検討

２：研究責任医師
聖マリアンナ医科大学　消化器・一般外科　教授　民上　真也 （みかみ　しんや）

３：研究の目的
消化性潰瘍に対する薬物治療の進歩により、上部消化管穿孔の保存的治療の有効性が近年多数報告されています。しかしながら、どのような項目に該当したときに保存的治療が行われるかの選択基準は各施設で異なっており、統一されていません。
この研究で得られた結果を通して、新たな選択基準を設けることができる可能性があります。

４：研究の対象となる患者さんについて
2003年10月1日から2016年6月13日までの間に当院で上部消化管穿孔により手術を行った患者さんが対象となります。

５：研究実施期間
承認後から2026年3月31日まで

６：使用する診療情報
1) 初診時のSIRS項目 ： 体温、心拍数、呼吸回数、白血球数
2) 渡邉基準 ： 発症から当院受診までの時間、腹痛の局在、胃内容物が充満しているか、腹水の局在、併存疾患の有無
７：個人情報等の保護について
データの取り扱いは法令を遵守し厳重に管理されます。個人を特定できるような情報が登録されること、また外部に漏れることは一切ありません。

８：研究結果の公表について
研究結果は医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。その場合も個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心下さい。

９：問い合わせ先 ・ 相談窓口
聖マリアンナ医科大学病院　消化器・一般外科
住所：〒２１６-８５１１　神奈川県川崎市宮前区菅生２－１６－１
電話：０４４－９７７－８１１１(代表) 　 内線番号：３２１３


この研究が行われる研究機関と研究責任者は次に示すとおりです。
聖マリアンナ医科大学　消化器・一般外科
研究責任医師　消化器・一般外科　教授　　民上　真也


本研究は聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会（臨床試験部会）にて審議され
学長の許可を得て適正に実施しております。


